チュウゴク ニオケル キョウイク カクサ ノ レンサ ト ジュウソウカ by 杉村 美紀 & Sugimura Miki
論
説
中
国
に
お
け
る
教
育
格
差
の
連
鎖
と
重
層
化
は
じ
め
に
杉
　
村
　
美
　
紀
　
小
論
は
、
中
国
社
会
に
お
い
て
深
刻
化
し
て
い
る
格
差
問
題
が
、
近
年
の
急
激
な
社
会
変
化
の
な
か
で
教
育
の
現
場
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
で
あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
ら
が
連
鎖
的
な
構
造
を
も
っ
て
い
る
た
め
に
格
差
の
重
層
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
　
中
国
に
お
け
る
都
市
部
と
地
方
農
村
社
会
と
の
格
差
は
、
想
像
を
絶
す
る
大
き
さ
に
拡
大
し
、
し
か
も
そ
の
格
差
を
埋
め
る
方
策
が
な
か
な
か
み
え
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
格
差
の
実
態
を
生
々
し
く
描
き
出
し
た
N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班
編
（
二
〇
〇
八
）
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
『
激
流
中
国
』
や
阿
古
智
子
（
二
〇
〇
九
）
『
貧
者
を
喰
ら
う
国
一
中
国
格
差
社
会
か
ら
の
警
告
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
中
国
で
は
、
急
激
な
市
場
化
経
済
化
に
よ
っ
て
経
済
発
展
が
目
指
さ
れ
る
一
方
で
、
厳
し
い
競
争
に
さ
ら
さ
れ
、
経
済
格
差
が
地
域
格
差
や
階
層
格
差
と
結
び
つ
い
て
新
た
な
格
差
を
生
み
、
解
決
へ
の
出
口
が
見
え
な
い
ま
ま
格
差
が
固
定
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
人
々
は
、
そ
う
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し
た
閉
塞
的
な
状
況
か
ら
何
と
か
抜
け
出
そ
う
と
、
い
ろ
い
ろ
な
途
を
必
死
に
さ
ぐ
っ
て
い
る
。
　
な
か
で
も
教
育
は
、
社
会
的
に
不
遇
な
立
場
か
ら
抜
け
出
す
た
め
の
有
効
な
手
段
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
中
国
で
は
、
政
策
と
し
て
「
平
等
」
な
社
会
実
現
の
た
め
に
教
育
が
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
も
、
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
、
社
会
的
評
価
の
高
い
大
学
ま
で
進
む
こ
と
が
、
よ
り
よ
い
就
職
や
生
活
を
得
る
方
策
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
人
々
は
競
っ
て
過
酷
な
受
験
競
争
に
挑
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
学
齢
人
口
減
少
を
迎
え
る
中
国
社
会
に
あ
っ
て
、
近
い
将
来
、
沈
静
化
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
方
と
、
逆
に
受
験
競
争
が
お
さ
ま
る
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
二
つ
の
見
方
が
あ
る
が
、
諏
訪
哲
郎
（
二
〇
〇
八
）
は
、
「
人
口
の
七
割
を
占
め
る
農
村
地
域
に
お
け
る
高
学
歴
志
向
は
こ
れ
か
ら
高
ま
る
可
能
性
も
あ
る
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
た
し
か
に
厳
し
い
進
学
競
争
の
現
実
を
み
る
と
、
厳
し
い
受
験
競
争
が
す
ぐ
に
収
束
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
考
　
　
（
3
）
え
ら
れ
る
。
　
こ
う
し
た
加
熱
す
る
教
育
熱
と
、
そ
れ
に
か
け
る
人
々
の
意
識
や
考
え
方
は
、
当
代
中
国
社
会
に
あ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
地
方
に
多
く
居
住
す
る
少
数
民
族
が
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
母
語
教
育
を
大
切
に
す
る
一
方
で
、
社
会
的
上
昇
手
段
と
し
て
漢
語
や
英
語
教
育
を
従
来
以
上
に
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
社
会
の
な
か
の
貧
困
層
に
位
置
付
け
ら
れ
、
苦
労
し
な
が
ら
も
故
郷
へ
の
仕
送
り
を
す
る
出
稼
ぎ
農
民
工
の
な
か
に
、
最
近
で
は
給
与
を
使
い
切
っ
て
都
会
暮
ら
し
を
す
る
新
た
な
考
え
方
を
も
っ
た
「
新
世
代
農
民
工
」
が
登
場
し
て
い
る
と
い
っ
た
事
実
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
「
新
世
代
農
民
工
」
の
多
く
は
、
親
の
世
代
が
農
民
工
と
し
て
年
に
出
稼
ぎ
に
行
く
際
に
、
郷
里
に
残
さ
れ
て
い
た
「
留
守
児
童
」
で
あ
っ
た
者
が
多
い
と
い
わ
れ
、
親
た
ち
の
世
代
と
は
異
な
り
、
自
分
た
ち
の
世
代
は
新
た
な
生
き
方
を
模
索
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
少
数
民
族
や
貧
者
と
い
っ
た
、
い
ず
れ
も
社
会
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
、
従
来
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
価
値
観
や
考
え
方
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
対
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
あ
る
い
は
富
裕
者
対
貧
困
層
と
い
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う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
な
か
に
様
々
な
価
値
観
や
考
え
方
を
持
っ
た
人
々
が
登
場
し
始
め
て
お
り
、
そ
れ
が
中
国
社
会
の
格
差
の
横
…
造
を
さ
ら
に
複
雑
な
も
の
に
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
そ
こ
で
小
論
で
は
、
教
育
機
会
を
め
ぐ
る
地
方
農
村
社
会
と
都
市
部
の
教
育
格
差
と
い
う
視
角
か
ら
、
「
少
数
民
族
」
、
「
農
民
工
子
女
」
と
「
留
守
児
童
」
に
焦
点
を
あ
て
、
地
域
格
差
や
経
済
的
格
差
が
生
む
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
志
向
と
そ
の
実
態
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
教
育
格
差
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
が
重
層
的
に
重
な
り
合
い
、
中
国
社
会
の
教
育
格
差
が
固
定
化
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
状
況
を
分
析
す
る
。
以
下
で
は
、
は
じ
め
に
都
市
部
と
農
村
部
の
教
育
格
差
を
概
観
し
た
あ
と
、
次
に
民
族
間
格
差
の
問
題
と
し
て
、
少
数
民
族
の
大
学
入
学
優
先
制
度
と
多
文
化
・
多
言
語
教
育
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
。
本
事
例
を
と
り
あ
げ
る
の
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
少
数
民
族
に
対
す
る
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
積
極
的
差
別
是
正
）
と
し
て
の
大
学
入
学
優
先
枠
が
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
る
漢
族
の
学
生
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
か
を
考
え
る
こ
と
で
、
そ
の
背
景
に
含
ま
れ
る
進
学
競
争
や
多
文
化
・
多
言
語
教
育
が
、
格
差
を
生
み
出
し
て
い
る
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
貧
困
層
そ
の
も
の
が
多
様
化
し
つ
つ
あ
り
、
農
民
工
自
身
も
、
「
新
世
代
農
民
工
」
の
登
場
に
よ
り
そ
の
特
質
が
従
来
と
は
変
化
し
て
い
る
こ
と
、
な
ら
び
に
そ
の
背
景
と
し
て
、
親
の
出
稼
ぎ
に
よ
り
農
村
に
残
さ
れ
た
「
留
守
児
童
」
の
急
増
に
言
及
し
、
格
差
が
重
層
的
に
折
り
重
な
っ
て
い
る
構
造
を
考
察
す
る
。
1
都
市
部
と
農
村
部
の
教
育
格
差
　
中
国
国
家
統
計
局
が
二
〇
一
一
年
一
月
に
発
表
し
た
都
市
部
の
平
均
所
得
と
農
村
部
の
収
入
に
つ
い
て
の
数
値
は
、
一
見
す
る
と
、
中
国
の
経
済
成
長
と
と
も
に
、
地
方
農
村
部
も
ま
た
着
実
に
経
済
発
展
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
一
〇
年
の
都
市
部
住
民
の
平
均
所
得
は
前
年
比
一
一
・
五
％
増
の
二
万
一
〇
三
三
元
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
平
均
可
処
分
所
得
は
杉村中国における教育格差の連鎖と重層化217
同
一
一
・
三
％
増
の
一
万
九
一
〇
九
元
で
、
物
価
要
因
を
除
い
た
実
質
成
長
率
は
七
・
八
％
と
な
っ
た
。
他
方
、
二
〇
一
〇
年
度
の
農
村
部
住
民
の
一
人
当
た
り
年
間
純
収
入
は
五
九
一
九
元
（
前
年
比
一
四
・
九
％
増
、
物
価
変
動
を
差
し
引
い
た
実
質
成
長
率
一
〇
・
九
％
）
で
、
都
市
部
の
一
人
当
た
り
可
処
分
所
得
の
名
目
成
長
率
一
一
・
三
％
と
実
質
成
長
率
七
・
八
％
を
上
回
っ
た
。
農
村
部
の
収
入
の
実
質
成
長
率
が
都
市
部
を
上
回
っ
た
の
は
一
九
九
八
年
以
降
初
め
て
で
あ
り
、
都
市
部
と
農
村
部
の
収
入
比
は
昨
年
の
三
・
三
一
モ
一
か
ら
三
・
二
三
一
一
に
縮
小
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
国
家
統
計
局
住
民
調
査
弁
公
室
は
こ
の
理
由
と
し
て
、
ω
　
農
村
部
住
民
の
収
入
の
伸
び
が
都
市
部
住
民
を
上
回
っ
た
こ
と
、
②
　
低
所
得
層
の
収
入
が
比
較
的
大
き
く
伸
び
た
こ
と
、
③
　
北
東
部
お
よ
び
中
西
部
の
農
村
の
住
民
所
得
が
比
較
的
大
き
く
伸
び
た
こ
と
と
い
う
三
つ
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
特
に
、
東
部
、
中
部
、
西
部
、
北
東
部
の
農
村
部
住
民
の
一
人
当
た
り
純
収
入
は
そ
れ
ぞ
れ
八
一
四
三
元
（
＝
二
・
八
％
増
）
、
五
五
一
〇
元
（
一
五
・
○
％
増
）
、
四
四
一
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
元
（
一
五
・
八
％
増
）
、
六
四
三
五
元
（
一
七
・
九
％
増
）
で
あ
り
、
西
部
と
北
東
部
の
伸
び
は
東
部
を
二
～
四
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
に
、
中
国
人
の
所
得
そ
れ
自
体
は
た
し
か
に
増
え
て
い
る
。
上
述
の
二
〇
一
〇
年
上
半
期
の
所
得
の
伸
び
は
、
中
国
の
地
方
・
農
村
部
の
所
得
は
＝
二
％
増
加
し
、
一
人
当
た
り
の
所
得
は
年
間
約
七
万
七
〇
〇
〇
円
に
な
り
、
都
市
部
で
は
、
一
人
当
た
り
の
所
得
は
一
〇
％
増
加
し
、
約
二
四
万
円
に
達
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
中
国
に
お
け
る
都
市
部
と
地
方
農
村
の
格
差
は
、
引
き
続
き
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。
む
し
ろ
、
格
差
は
年
々
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
声
も
大
き
い
。
中
国
国
内
か
ら
も
、
「
既
に
中
国
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ロ
シ
ア
と
同
じ
ぐ
ら
い
所
得
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
。
中
国
の
格
差
は
、
日
本
や
米
国
は
も
ち
ろ
ん
、
東
欧
と
比
較
し
て
も
は
る
か
に
大
き
い
。
公
式
統
計
で
見
て
も
、
地
方
・
農
村
部
の
所
得
は
都
市
部
の
三
分
の
一
以
下
だ
。
都
市
居
住
者
の
所
得
最
上
位
一
〇
％
の
層
は
、
最
下
位
一
〇
％
の
層
の
約
二
三
倍
の
所
得
を
得
て
い
る
。
実
際
の
格
差
は
こ
の
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
字
よ
り
も
大
き
い
だ
ろ
う
。
現
在
、
中
国
各
地
で
所
得
格
差
の
拡
大
が
見
て
取
れ
る
」
と
い
う
意
見
さ
え
出
さ
れ
て
い
る
。
都
市
部
と
地
方
農
村
の
経
済
格
差
は
、
中
国
全
体
で
み
た
場
合
に
、
大
き
く
分
け
て
東
部
と
西
部
、
あ
る
い
は
沿
海
州
と
内
陸
部
と
の
間
の
格
差
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と
し
て
以
前
か
ら
問
題
と
さ
れ
て
き
た
が
、
今
日
で
は
そ
れ
が
ま
す
ま
す
拡
が
っ
て
い
る
。
　
こ
う
し
た
経
済
格
差
を
、
王
智
新
（
二
〇
〇
八
）
は
教
育
と
結
び
つ
け
て
分
析
し
て
い
る
、
王
に
よ
れ
ば
、
義
務
教
育
に
み
ら
れ
る
格
差
は
、
大
き
く
五
つ
の
地
域
格
差
に
分
類
で
き
る
。
第
一
は
、
北
京
・
上
海
及
び
天
津
で
、
識
字
率
は
九
五
％
を
越
え
、
大
学
卒
業
者
数
も
一
〇
％
を
越
え
て
、
教
育
が
最
も
発
達
し
た
地
域
で
あ
る
。
第
二
は
、
東
部
の
沿
海
州
、
安
徽
省
を
除
い
た
中
部
地
区
及
び
北
西
部
の
新
彊
と
陳
西
省
の
一
部
で
、
識
字
率
は
九
〇
％
、
大
卒
は
五
％
前
後
で
あ
る
地
域
、
第
三
は
、
西
部
の
四
川
省
、
重
慶
市
、
寧
夏
と
安
徽
省
で
、
識
字
率
は
八
六
％
、
大
卒
は
三
％
で
あ
る
地
域
、
第
四
は
西
部
の
雲
南
、
貴
州
、
甘
粛
、
青
海
で
、
識
字
率
は
七
五
％
、
大
卒
は
三
％
、
そ
し
て
第
五
は
、
全
国
で
一
番
遅
れ
て
い
る
西
蔵
で
、
識
字
率
は
五
三
％
、
大
卒
は
一
％
し
か
な
い
地
域
で
転
麗
。
こ
う
し
た
格
差
は
、
経
済
発
展
の
遅
れ
や
発
展
の
過
程
で
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
三
農
（
農
民
、
農
業
、
農
村
）
問
題
か
ら
都
市
・
農
村
の
格
差
問
題
、
そ
し
て
地
域
間
格
差
の
問
題
へ
と
変
質
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
教
育
予
算
の
配
分
額
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
教
師
の
水
準
な
ど
、
教
育
を
と
り
ま
く
様
々
な
側
面
で
格
差
が
拡
が
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
　
さ
ら
に
王
（
二
〇
〇
八
、
前
出
）
は
、
こ
の
よ
う
な
教
育
格
差
の
背
景
に
は
、
改
革
・
開
放
政
策
の
も
と
で
、
「
最
終
的
に
平
等
な
世
界
と
い
う
の
は
相
当
豊
か
に
な
ら
な
い
と
実
現
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
社
会
主
義
の
初
期
段
階
に
あ
っ
て
は
、
少
々
の
不
平
等
が
あ
っ
て
も
仕
方
な
い
」
と
い
う
考
え
方
が
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
広
ま
り
、
そ
の
結
果
、
人
々
の
意
識
や
価
値
観
が
変
化
し
た
こ
と
、
市
場
経
済
化
に
伴
い
民
営
化
の
導
入
と
社
会
構
造
の
変
化
が
す
る
一
方
、
社
会
保
障
制
度
や
リ
ス
ト
ラ
に
あ
っ
た
人
々
の
再
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
不
整
備
と
そ
れ
に
伴
う
貧
困
層
の
増
大
、
都
市
が
農
村
に
対
し
て
優
位
に
た
つ
都
市
・
農
村
二
元
経
済
構
造
と
農
村
教
育
の
軽
視
、
な
ら
び
に
農
村
か
ら
都
市
に
対
す
る
教
育
資
源
の
流
入
と
農
村
に
お
け
る
劣
等
感
の
拡
大
な
ど
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
国
社
会
の
階
層
化
が
進
み
、
不
平
等
が
一
気
に
進
行
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
教
育
格
差
は
、
義
務
教
育
制
度
の
設
置
や
重
点
学
校
制
度
の
開
始
、
大
学
入
学
に
伴
う
経
費
の
拡
大
な
ど
の
制
度
改
革
に
よ
っ
て
そ
の
幅
が
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
杉村中国における教育格差の連鎖と重層化219
る
と
い
う
。
特
に
高
等
教
育
に
お
い
て
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
大
学
教
育
の
産
業
化
の
動
き
が
開
始
さ
れ
、
学
費
徴
収
に
よ
る
市
場
化
と
新
入
生
定
員
の
急
拡
大
に
よ
る
大
衆
化
が
進
み
、
人
材
育
成
政
策
と
同
時
に
、
多
く
の
子
ど
も
や
親
が
、
名
門
大
学
へ
の
合
格
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
こ
と
は
同
時
に
、
農
村
出
身
者
に
と
っ
て
、
授
業
料
や
寮
費
等
の
自
己
負
担
に
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
り
、
進
学
上
の
制
約
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。
　
実
際
、
二
〇
〇
九
年
一
月
二
四
日
の
広
州
日
報
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
大
学
全
体
に
占
め
る
農
村
出
身
者
の
割
合
が
こ
の
三
〇
年
間
で
半
減
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
に
は
三
〇
％
を
越
え
て
い
た
農
村
出
身
者
の
割
合
は
、
い
ま
や
一
七
．
七
％
ま
で
低
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
広
州
日
報
（
電
子
版
）
に
よ
れ
ば
、
半
減
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
「
単
に
農
村
人
口
が
減
少
し
た
た
め
」
と
い
う
解
説
を
一
部
の
専
門
家
が
行
っ
た
と
こ
ろ
、
わ
ず
か
数
時
間
の
間
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
一
万
件
を
越
え
る
批
判
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
都
市
と
農
村
の
経
済
格
差
」
を
挙
げ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
一
万
人
が
参
加
し
た
ネ
ッ
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
五
〇
・
四
％
が
、
農
村
に
は
優
秀
な
教
師
が
集
ま
ら
な
い
、
二
〇
・
二
％
が
教
育
資
金
が
足
り
な
い
と
い
う
理
由
を
挙
げ
た
と
、（
X
）
°
し
・
つ
　
こ
の
よ
う
に
、
都
市
部
と
農
村
部
の
教
育
格
差
が
、
経
済
格
差
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
近
年
で
は
、
中
国
国
内
で
も
、
農
民
に
も
平
等
な
就
業
機
会
と
待
遇
を
与
え
、
一
体
化
し
た
労
働
市
場
を
構
築
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
臥
悦
、
現
状
は
な
か
な
か
解
決
の
糸
口
が
み
え
な
い
。
特
に
、
中
国
で
は
、
コ
　
籍
制
度
」
に
よ
り
、
教
育
や
医
療
な
ど
の
社
会
保
障
・
制
度
が
、
戸
籍
の
あ
る
地
域
に
お
い
て
受
け
ら
れ
る
と
い
う
制
度
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
と
農
村
の
分
割
．
対
立
と
い
う
二
元
的
な
経
済
構
造
が
固
定
さ
れ
、
地
域
間
格
差
や
階
層
間
格
差
と
と
も
に
、
よ
り
問
題
を
複
雑
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
戸
籍
制
度
が
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
る
事
例
に
、
大
学
入
学
の
た
め
の
統
一
入
試
の
地
域
格
差
の
問
題
が
あ
る
。
今
日
、
中
国
の
大
学
入
試
で
は
、
地
域
別
に
お
お
よ
そ
の
合
格
者
数
を
決
め
て
基
準
を
設
定
し
て
お
り
、
な
か
に
は
北
京
市
や
上
海
市
、
漸
江
省
、
220東洋文化研究14号
江
蘇
省
、
広
東
省
の
よ
う
に
独
自
の
入
試
問
題
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
大
学
が
多
く
集
ま
る
大
都
市
の
戸
籍
保
有
者
が
優
遇
さ
れ
、
経
済
水
準
の
低
い
地
域
の
農
村
学
生
が
不
利
な
立
場
に
お
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
阿
古
智
子
（
二
〇
〇
九
）
は
、
大
学
合
格
ラ
イ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
に
基
づ
い
て
合
格
最
低
点
を
比
較
し
、
大
都
市
を
抱
え
る
沿
岸
地
域
と
農
村
人
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
の
密
集
す
る
中
西
部
地
域
の
合
格
率
お
よ
び
合
格
点
数
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
教
育
機
会
の
格
差
を
め
ぐ
る
指
摘
は
、
中
国
国
内
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
噴
出
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
例
年
、
合
格
最
低
点
が
全
国
で
も
特
に
高
く
、
他
地
域
に
比
べ
て
競
争
が
厳
し
い
と
い
わ
れ
る
山
東
省
で
は
、
戸
籍
制
度
の
も
と
で
、
厳
し
い
条
件
の
な
か
で
入
学
試
験
を
受
け
な
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
れ
ば
な
ら
な
い
受
験
生
に
配
慮
を
求
め
る
声
も
出
さ
れ
て
い
る
。
杉村
2
民
族
間
格
差
と
そ
の
調
整
少
数
民
族
の
大
学
入
学
優
先
制
度
ー
　
他
方
、
地
域
、
階
層
、
都
市
と
農
村
と
い
う
格
差
を
考
え
る
視
点
に
加
え
、
中
国
社
会
で
特
徴
的
な
の
は
、
民
族
間
の
格
差
と
そ
の
調
整
で
あ
り
、
特
に
教
育
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
進
学
競
争
が
展
開
さ
れ
る
一
方
で
、
中
国
で
は
少
数
民
族
へ
の
対
応
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
対
立
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
中
国
に
は
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
全
人
口
の
約
九
割
を
占
め
る
漢
族
を
含
め
、
全
部
で
五
六
の
民
族
が
い
る
と
い
わ
れ
る
。
民
族
は
法
的
に
規
定
さ
れ
、
身
分
証
明
書
に
は
名
前
や
生
年
月
日
、
住
所
と
共
に
所
属
民
族
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
小
川
佳
万
（
二
〇
〇
一
）
が
分
析
し
て
い
る
と
お
り
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
後
、
少
数
民
族
教
育
は
必
ず
し
も
常
に
支
持
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
時
期
に
よ
り
そ
の
確
立
や
発
展
、
あ
る
い
は
逆
に
少
数
民
族
へ
の
特
別
措
置
が
否
定
さ
れ
た
時
期
な
ど
、
い
く
つ
か
の
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
　
中
国
政
府
は
、
国
家
統
一
と
そ
の
た
め
の
少
数
民
族
の
融
和
を
図
る
た
め
、
こ
う
し
た
少
数
民
族
に
対
し
て
様
々
な
優
遇
政
策
を
と
中国における教育格差の連鎖と重層化221
・
て
い
誕
・
そ
の
ひ
と
つ
に
・
優
秀
な
学
生
を
対
象
と
し
た
特
別
進
学
制
度
が
あ
る
。
・
れ
は
、
全
国
七
八
の
名
門
中
学
・
高
校
に
㎜
「
内
地
学
級
」
と
呼
ば
れ
る
特
別
ク
ラ
ス
を
併
設
し
、
チ
ベ
ッ
ト
族
と
ウ
イ
グ
ル
族
の
優
秀
な
学
生
を
対
象
に
、
一
年
間
の
「
普
通
話
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号
の
学
習
を
行
う
も
の
で
、
国
が
学
費
や
生
活
費
を
支
援
す
る
ほ
か
、
大
学
入
試
に
も
特
別
枠
が
あ
り
、
九
割
以
上
が
北
京
大
学
や
清
華
　
1
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
究
大
学
な
ど
に
進
学
す
る
。
こ
の
「
内
地
学
級
」
の
選
抜
は
、
競
争
率
一
〇
〇
倍
と
い
う
厳
し
い
選
考
試
験
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
　
断
麓
実
際
に
こ
の
内
地
学
級
に
選
ば
れ
た
少
数
民
族
の
生
徒
た
ち
嫉
ー
た
制
度
が
な
い
と
進
学
は
難
し
い
と
い
葎
が
轍
　
ま
た
、
「
内
地
学
級
」
に
行
く
こ
と
が
出
来
な
く
と
も
、
少
数
民
族
の
学
生
は
大
学
入
学
試
験
で
あ
る
全
国
統
一
試
験
で
特
別
な
加
点
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
大
学
へ
の
進
学
が
可
能
に
な
る
少
数
民
族
の
学
生
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
北
京
大
学
で
学
ぶ
ミ
ャ
オ
族
の
あ
る
学
生
は
、
統
一
試
験
で
二
〇
点
を
加
点
さ
れ
た
結
果
、
合
格
最
低
点
で
合
格
し
た
。
こ
の
学
生
は
父
が
ミ
ャ
オ
族
で
母
は
漢
族
で
あ
り
、
出
生
時
、
両
親
は
ミ
ャ
オ
族
を
選
ん
だ
。
一
八
歳
に
な
る
と
自
分
で
選
択
し
直
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
学
生
の
場
合
は
、
ミ
ャ
オ
族
の
ま
ま
と
し
、
卒
業
後
も
少
数
民
族
枠
で
地
元
政
府
へ
の
就
職
が
決
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
少
数
民
族
優
遇
策
に
は
、
漢
族
か
ら
逆
差
別
を
指
摘
す
る
声
が
出
さ
れ
て
い
る
。
進
学
や
就
職
に
際
し
て
特
別
枠
が
設
け
ら
れ
た
り
、
加
点
を
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
優
遇
政
策
は
、
厳
し
い
試
験
競
争
の
な
か
に
あ
っ
て
、
少
数
民
族
に
と
っ
て
は
優
利
な
措
置
で
あ
る
が
、
漢
族
に
と
っ
て
は
こ
う
し
た
積
極
的
差
別
是
正
（
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
）
」
は
教
育
機
会
の
減
少
に
つ
な
が
る
か
ら
で
　
（
1
7
）
あ
る
。
　
ま
た
、
漢
族
が
少
数
民
族
の
戸
籍
を
詐
称
し
、
試
験
に
有
利
な
条
件
を
手
に
入
れ
て
合
格
を
図
ろ
う
と
す
る
事
件
も
起
こ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
九
年
に
行
わ
れ
た
統
一
試
験
で
は
、
北
京
大
学
に
合
格
し
た
重
慶
市
ト
ッ
プ
の
受
験
生
の
合
格
が
取
り
消
さ
れ
た
。
理
由
は
、
優
遇
策
の
悪
用
を
目
的
に
、
少
数
民
族
と
戸
籍
を
偽
っ
た
こ
と
が
発
覚
し
た
た
め
で
あ
り
、
重
慶
市
で
は
同
様
の
理
由
で
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
計
三
一
人
の
受
験
生
が
大
学
合
格
を
取
り
消
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
比
較
的
遠
い
尊
属
に
少
数
民
族
が
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
少
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
民
族
の
戸
籍
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
を
悪
用
し
て
起
こ
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
事
態
を
う
け
、
国
家
民
族
事
務
委
員
会
・
教
育
部
弁
公
庁
・
公
安
部
弁
公
庁
は
、
出
身
民
族
の
変
更
を
厳
格
に
執
行
す
る
た
め
の
関
連
規
定
を
共
同
で
発
表
し
た
。
規
定
に
よ
る
と
、
受
験
生
本
人
が
記
入
す
る
民
族
に
関
す
る
資
料
と
戸
籍
、
身
分
証
明
書
の
内
容
は
｝
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
受
験
生
は
出
願
の
際
に
、
戸
籍
謄
本
の
原
本
、
さ
ら
に
一
六
歳
以
上
の
場
合
は
身
分
証
明
書
の
原
本
の
提
示
を
義
務
付
け
た
。
ま
た
両
親
が
と
も
に
少
数
民
族
で
な
い
場
合
は
、
た
と
え
片
方
の
親
が
少
数
民
族
の
戸
籍
を
持
っ
て
い
て
も
、
子
ど
も
は
少
数
民
族
と
は
み
な
さ
れ
な
い
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
受
験
生
の
身
分
偽
造
を
厳
し
く
取
締
り
、
違
反
し
た
学
生
に
対
し
て
は
受
験
・
入
学
資
格
を
取
り
消
す
ほ
か
、
す
で
に
入
学
し
て
い
る
学
生
に
つ
い
て
は
、
除
籍
処
分
と
す
る
方
針
を
固
ぬ
耀
。
3
格
差
問
題
と
多
文
化
・
多
言
語
教
育
　
以
上
述
べ
た
少
数
民
族
教
育
の
優
遇
政
策
を
め
ぐ
る
実
態
は
、
現
在
の
中
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
格
差
と
そ
れ
が
連
鎖
す
る
構
造
を
象
徴
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
国
家
の
統
合
と
社
会
的
な
安
定
と
い
う
意
味
で
、
社
会
的
に
不
遇
な
立
場
に
あ
る
少
数
民
族
を
保
護
す
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
行
わ
れ
る
優
遇
政
策
が
、
逆
に
少
数
民
族
も
厳
し
い
競
争
社
会
原
理
に
巻
き
込
む
こ
と
と
な
り
、
結
果
的
に
格
差
を
固
定
化
し
て
し
ま
う
た
あ
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
中
国
の
多
文
化
・
多
言
語
教
育
は
大
き
く
揺
れ
動
い
て
い
る
。
ω
　
厳
し
い
進
学
競
争
と
格
差
問
題
　
少
数
民
族
に
対
す
る
優
遇
が
社
会
的
に
も
大
き
な
影
響
を
も
つ
の
は
、
杉村中国における教育格差の連鎖と重層化
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
る
漢
族
に
と
っ
て
も
、
少
数
民
族
に
と
　
㎜
っ
て
も
、
義
務
教
育
終
了
後
の
高
校
や
大
学
へ
の
進
学
が
大
き
な
関
心
事
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
厳
し
い
進
学
競
争
の
実
態
は
、
す
で
に
こ
れ
ま
で
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
一
人
っ
子
政
策
の
結
果
、
「
小
皇
帝
」
と
称
さ
れ
、
一
家
の
期
待
が
か
か
る
子
ど
も
た
ち
は
、
高
校
や
大
学
へ
の
進
学
ど
こ
ろ
か
、
小
学
校
に
入
学
す
る
前
か
ら
教
育
熱
心
な
両
親
の
も
と
で
進
学
競
争
の
渦
中
に
お
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
親
た
ち
の
世
代
が
、
市
場
経
済
化
の
な
か
で
競
争
社
会
の
厳
し
さ
を
痛
切
に
感
じ
、
よ
り
よ
い
教
育
を
求
め
る
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
な
将
来
に
つ
な
が
る
と
い
う
信
念
を
強
く
も
っ
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
親
た
ち
の
な
か
に
は
、
か
つ
て
勤
め
て
い
た
国
有
企
業
が
リ
ス
ト
ラ
を
断
行
し
、
あ
る
い
は
倒
産
に
追
い
込
ま
れ
る
と
い
っ
た
経
験
を
経
る
中
で
、
現
在
の
中
国
社
会
に
お
い
て
億
万
長
者
が
誕
生
す
る
傍
ら
、
失
業
者
も
増
大
す
る
と
い
う
社
会
の
現
状
を
乗
り
越
え
、
勝
ち
残
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
お
り
、
子
ど
も
の
教
育
に
熱
心
に
な
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
雲
南
省
昆
明
の
小
学
校
五
年
生
の
母
親
は
、
日
本
の
テ
レ
ビ
局
か
ら
の
取
材
に
子
ど
も
を
前
に
し
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
私
た
ち
は
リ
ス
ト
ラ
を
経
験
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
子
に
は
良
い
大
学
に
入
り
、
安
定
し
た
仕
事
に
就
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
中
国
で
は
一
人
っ
子
で
す
か
ら
、
こ
の
子
が
成
功
す
れ
ば
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
成
功
、
失
敗
す
れ
ば
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
失
敗
。
成
功
す
れ
ば
社
会
の
人
材
、
失
敗
す
れ
ば
家
庭
の
負
担
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
る
親
も
試
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
妊
娠
し
た
と
き
か
ら
競
争
は
始
ま
る
の
で
す
」
。
こ
こ
に
は
、
「
教
育
は
将
来
へ
の
投
資
で
あ
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
勉
強
さ
せ
る
こ
と
が
幸
福
へ
の
唯
一
の
道
と
い
う
信
念
の
も
と
に
突
き
進
ん
で
い
く
親
と
、
そ
れ
に
否
応
な
く
つ
き
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
子
ど
も
の
姿
が
示
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
都
市
部
に
お
け
る
進
学
熱
の
高
ま
り
に
つ
い
て
は
、
諏
訪
哲
郎
（
二
〇
〇
八
）
が
「
沸
騰
す
る
教
育
」
と
呼
び
、
そ
の
実
態
を
描
い
て
い
る
と
お
り
、
改
革
開
放
後
の
自
由
競
争
の
流
れ
の
中
で
激
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
特
に
深
刻
な
の
は
、
経
済
格
差
が
そ
の
ま
ま
教
育
の
機
会
を
巡
る
格
差
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
中
国
で
は
近
年
、
夏
休
み
や
冬
休
み
な
ど
に
塾
の
講
習
を
受
け
る
小
中
学
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生
が
急
増
し
、
数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
参
加
を
目
指
す
コ
ー
ス
や
英
語
、
作
文
な
ど
多
種
多
様
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
点
は
そ
の
費
用
で
あ
り
、
受
講
料
は
い
ず
れ
も
か
な
り
の
高
額
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
回
八
〇
分
の
授
業
を
一
〇
日
受
け
一
〇
〇
〇
元
（
約
一
万
二
五
〇
〇
円
）
と
い
っ
た
英
語
コ
ー
ス
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
中
国
の
国
民
一
人
あ
た
り
の
平
均
月
収
（
二
〇
〇
九
年
）
で
あ
る
約
一
四
〇
〇
元
（
約
一
万
七
五
〇
〇
円
）
か
ら
考
え
る
と
か
な
り
の
高
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
都
市
部
で
は
こ
う
し
た
講
座
を
複
数
申
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
込
む
者
も
多
く
、
親
の
経
済
力
が
子
ど
も
の
教
育
や
学
力
を
左
右
し
て
し
ま
う
状
況
が
う
か
が
え
る
。
中
国
に
お
い
て
、
「
教
育
は
投
資
で
あ
る
」
と
い
う
表
現
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
の
も
頷
け
る
。
　
こ
う
し
た
激
し
い
進
学
競
争
が
あ
る
だ
け
に
、
前
術
の
と
お
り
、
高
校
や
大
学
へ
の
進
学
試
験
で
少
数
民
族
の
学
生
を
優
遇
し
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応
を
図
る
こ
と
は
、
漢
民
族
の
間
に
自
分
た
ち
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
進
学
機
会
を
奪
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
「
逆
差
別
」
意
識
を
生
む
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
こ
で
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
点
は
、
今
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
自
身
が
そ
う
し
た
進
学
競
争
の
な
か
に
巻
き
込
ま
れ
て
お
り
、
や
は
り
「
教
育
は
投
資
」
と
い
う
視
点
に
た
っ
て
教
育
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
「
内
地
学
級
」
の
よ
う
な
ク
ラ
ス
は
、
た
し
か
に
あ
る
意
味
で
、
少
数
民
族
の
中
の
エ
リ
ー
ト
を
育
て
る
特
別
な
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
少
数
民
族
の
教
育
全
体
か
ら
み
れ
ば
非
常
に
限
ら
れ
た
一
部
の
生
徒
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
〇
〇
倍
の
競
争
倍
率
を
ぬ
っ
て
「
内
地
学
級
」
へ
の
進
学
が
決
ま
る
背
景
に
は
、
そ
れ
だ
け
「
内
地
学
級
」
へ
の
希
望
者
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
は
同
時
に
、
よ
り
上
級
段
階
の
教
育
を
受
け
た
い
と
い
う
少
数
民
族
側
の
教
育
要
求
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
る
。
②
　
揺
れ
動
く
多
文
化
・
多
言
語
教
育
　
さ
ら
に
、
少
数
民
族
の
教
育
要
求
が
よ
り
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
は
、
杉村中国における教育格差の連鎖と重層化
彼
ら
の
漢
語
及
び
英
語
に
対
す
る
意
味
づ
け
で
あ
る
。
　
晒
中
国
に
お
い
て
、
従
来
、
少
数
民
族
教
育
を
取
り
上
げ
る
際
に
重
視
さ
れ
て
き
た
の
は
、
各
民
族
に
と
っ
て
の
母
語
教
育
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
民
族
の
歴
史
や
文
化
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
守
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
母
語
教
育
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
が
多
文
化
教
育
を
考
え
る
う
え
で
の
ひ
と
つ
の
指
標
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
中
国
で
は
、
民
族
自
治
の
理
念
か
ら
こ
れ
ま
で
少
数
民
族
の
子
弟
を
対
象
に
民
族
語
を
使
っ
て
教
育
を
行
う
民
族
学
校
が
開
設
さ
れ
、
「
双
語
教
育
」
と
し
て
民
族
の
母
語
と
漢
語
併
用
に
よ
る
二
言
語
教
育
が
な
さ
れ
て
き
た
。
少
数
民
族
教
育
に
お
い
て
、
教
育
を
受
け
る
権
利
や
教
育
の
機
会
均
等
を
考
え
る
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
中
国
が
行
う
公
教
育
の
枠
内
に
お
い
て
、
‘
こ
う
し
た
母
語
と
漢
語
に
よ
る
二
言
語
併
用
の
教
育
機
会
の
有
無
を
指
し
て
い
る
。
多
文
化
教
育
の
意
義
か
ら
考
え
れ
ば
、
社
会
的
に
不
遇
な
立
場
に
お
か
れ
て
い
る
人
々
に
教
育
の
機
会
を
保
障
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
中
国
の
少
数
民
族
教
育
は
、
母
語
の
維
持
・
存
続
を
認
め
て
い
る
と
い
う
点
で
旧
来
の
多
文
化
教
育
の
あ
り
方
を
具
体
化
し
た
も
の
と
い
え
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
で
は
、
そ
う
し
た
母
語
教
育
と
と
も
に
、
社
会
的
上
昇
手
段
と
し
て
の
漢
語
お
よ
び
英
語
に
対
す
る
教
育
要
求
も
強
く
、
母
語
教
育
の
枠
内
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
か
え
っ
て
、
少
数
民
族
の
教
育
機
会
を
奪
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
他
方
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
母
語
に
加
え
、
漢
語
お
よ
び
英
語
の
三
言
語
を
学
ぶ
負
担
は
、
結
果
的
に
少
数
民
族
を
中
国
社
会
全
体
の
漢
語
と
英
語
を
中
心
と
し
た
競
争
原
理
の
な
か
に
巻
き
込
む
こ
と
に
な
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
格
差
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
行
う
多
言
語
教
育
が
、
結
局
、
格
差
を
生
み
出
す
サ
イ
ク
ル
に
加
担
し
て
し
ま
う
と
い
う
構
造
で
あ
る
。
①
少
数
民
族
に
と
っ
て
の
母
語
　
青
海
省
黄
南
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
尖
札
県
で
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
に
起
き
た
チ
ベ
ッ
ト
族
の
小
学
生
約
一
〇
〇
〇
人
と
教
師
の
抗
議
デ
モ
は
、
母
語
と
し
て
の
チ
ベ
ッ
ト
語
を
大
切
に
守
ろ
う
と
す
る
人
々
の
動
き
で
あ
り
、
中
国
が
新
た
に
と
ろ
う
と
し
た
漢
語
重
視
政
策
お
よ
び
英
語
教
育
の
強
化
に
反
対
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
双
語
教
育
政
策
と
は
、
一
般
に
小
学
校
の
低
学
年
で
は
母
語
を
使
226東洋文化研究14号
っ
て
教
育
を
行
い
、
学
年
が
上
が
る
に
従
い
、
理
系
科
目
を
中
心
に
漢
語
に
よ
る
教
育
比
率
を
高
め
て
ゆ
く
形
態
を
と
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
で
は
、
二
〇
一
〇
年
九
月
一
二
日
に
公
布
さ
れ
た
『
青
海
省
中
長
期
教
育
改
革
和
炭
展
規
剣
鋼
要
（
二
〇
一
〇
1
二
〇
二
〇
年
）
』
で
、
小
学
校
の
低
学
年
段
階
に
お
い
て
、
民
族
語
と
英
語
の
授
業
以
外
の
す
べ
て
の
授
業
で
、
漢
語
に
よ
っ
て
教
育
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
　
三
橋
秀
彦
（
二
〇
＝
）
は
、
こ
の
政
策
決
定
の
背
後
に
、
青
海
省
政
府
の
意
図
、
す
な
わ
ち
①
省
内
各
民
族
間
に
お
け
る
教
育
格
差
の
解
消
、
②
省
内
民
族
間
の
交
流
・
経
済
社
会
発
展
の
促
進
、
③
全
国
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
経
済
成
長
率
の
達
成
が
あ
る
と
し
、
現
在
の
中
国
の
少
数
民
族
地
区
が
共
通
し
て
直
面
し
て
い
る
教
育
格
差
と
経
済
格
差
の
密
接
な
関
連
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
同
時
に
、
「
中
国
で
も
黄
南
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
の
よ
う
な
西
部
地
区
の
山
間
部
で
は
、
日
本
の
幼
稚
園
に
相
当
す
る
小
学
校
入
学
前
の
教
育
機
関
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
今
回
の
措
置
に
よ
り
、
青
海
省
の
チ
ベ
ッ
ト
族
の
子
供
た
ち
は
、
家
庭
に
お
け
る
母
語
チ
ベ
ッ
ト
語
の
環
境
か
ら
、
小
学
一
年
生
段
階
で
一
挙
に
漢
語
の
世
界
に
飛
び
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
際
の
チ
ベ
ッ
ト
族
の
子
供
た
ち
、
そ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）
て
家
族
の
不
安
は
容
易
に
察
せ
ら
れ
よ
う
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
こ
う
し
た
母
語
教
育
へ
の
圧
迫
と
も
と
れ
る
政
策
展
開
は
、
民
族
語
が
も
つ
歴
史
や
文
化
・
伝
統
な
ら
び
に
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
保
持
と
い
う
点
を
ふ
ま
え
る
と
、
多
文
化
・
多
言
語
教
育
の
後
退
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
少
数
民
族
に
と
っ
て
の
母
語
教
育
の
意
義
を
改
め
て
認
識
さ
せ
る
も
の
と
い
え
る
。②
社
会
的
上
昇
手
段
と
し
て
の
漢
語
の
重
要
性
　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
漢
語
お
よ
び
英
語
に
重
心
を
移
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
橋
（
二
〇
一
一、
O
出
）
が
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
教
育
格
差
と
経
済
格
差
が
密
接
に
関
連
し
、
か
つ
少
数
民
族
自
治
区
内
の
交
流
は
も
と
よ
り
、
自
治
区
外
の
中
国
他
地
域
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
国
際
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
な
か
で
、
中
国
の
対
外
関
係
に
ま
で
視
野
を
広
げ
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た
際
、
果
た
し
て
民
族
語
と
し
て
の
母
語
教
育
だ
け
で
十
分
で
あ
る
か
と
い
え
ば
、
現
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
実
際
、
少
数
民
族
自
身
も
、
一
方
で
は
母
語
教
育
の
大
切
さ
を
認
識
し
な
が
ら
も
、
教
育
機
会
そ
の
も
の
は
、
あ
く
ま
で
も
よ
り
よ
い
就
職
や
進
学
に
役
立
つ
た
め
の
手
段
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
学
校
で
学
ぶ
内
容
も
、
よ
り
豊
か
な
生
活
の
実
現
に
結
び
つ
く
も
の
こ
そ
価
値
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
今
日
、
少
数
民
族
の
間
で
人
気
が
高
い
の
は
、
そ
の
民
族
の
母
語
の
教
育
と
同
時
に
、
漢
語
の
授
業
で
あ
る
。
漢
語
を
習
得
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
高
校
や
大
学
へ
の
進
学
が
可
能
と
な
り
、
卒
業
後
は
よ
り
よ
い
就
職
の
機
会
が
得
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
母
語
教
育
と
並
び
、
あ
る
い
は
場
合
に
よ
っ
て
は
母
語
教
育
以
上
に
重
視
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
た
と
え
ば
、
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
ベ
シ
ケ
ン
ト
に
あ
る
「
双
語
学
校
」
と
よ
ば
れ
る
小
学
校
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
同
校
は
少
数
民
族
へ
の
漢
語
教
育
の
実
験
校
で
あ
り
、
生
徒
全
員
が
ウ
イ
グ
ル
族
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
母
語
」
と
呼
ば
れ
る
ウ
イ
グ
ル
語
の
授
業
が
週
四
時
間
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
国
語
」
と
呼
ば
れ
る
漢
語
は
週
七
時
間
あ
り
、
他
の
科
目
も
す
べ
て
漢
語
に
よ
る
授
業
と
な
っ
て
い
る
。
教
科
書
は
す
べ
て
漢
族
が
使
う
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、
教
員
も
大
半
は
若
い
漢
族
の
先
生
が
務
め
、
構
内
で
は
ウ
イ
グ
ル
語
の
会
話
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
民
族
学
校
と
よ
ば
れ
る
地
元
校
が
、
漢
語
学
習
は
週
に
四
時
間
で
、
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
ウ
イ
グ
ル
語
で
授
業
を
し
て
い
る
の
と
は
大
き
く
異
な
る
。
漢
語
を
重
視
す
る
背
景
に
は
、
第
一
に
、
行
政
側
が
、
同
校
を
漢
語
が
で
き
れ
ば
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
る
こ
と
を
示
す
モ
デ
ル
校
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
の
は
、
こ
う
し
た
漢
語
教
育
に
対
す
る
需
要
が
ウ
イ
グ
ル
族
の
人
々
の
中
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
漢
語
を
身
に
つ
け
れ
ば
、
専
門
知
識
や
技
術
の
習
得
も
可
能
と
な
り
、
将
来
の
就
職
や
生
活
向
上
に
有
利
に
な
る
と
い
う
人
々
の
共
通
し
た
意
識
で
あ
る
。
双
語
学
校
は
、
も
と
も
と
べ
シ
ケ
ン
ト
出
身
の
漢
族
の
教
師
が
、
ウ
イ
グ
ル
族
の
親
た
ち
の
要
望
を
受
け
て
地
元
政
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
府
に
働
き
か
け
て
立
ち
上
げ
た
学
校
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
従
来
の
多
文
化
教
育
が
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
教
育
機
会
を
保
障
す
る
と
228東洋文化研究14号
い
っ
た
場
合
に
、
母
語
の
教
育
機
会
を
焦
点
に
当
て
て
考
え
て
い
た
の
に
対
し
、
今
日
で
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
自
身
が
重
視
し
て
い
る
の
は
、
母
語
だ
け
で
な
く
、
よ
り
実
用
性
の
高
い
漢
語
で
あ
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
言
語
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、
進
学
や
就
職
に
有
利
に
な
り
、
実
質
的
に
経
済
活
動
に
直
結
す
る
言
語
運
用
能
力
を
「
資
産
」
と
見
な
す
と
い
う
考
え
方
を
、
庄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
司
博
史
（
二
〇
一
〇
）
は
「
資
産
と
し
て
の
言
語
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、
中
国
の
少
数
民
族
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
言
語
は
「
資
産
」
な
の
で
あ
る
。
③
母
語
、
漢
語
お
よ
び
英
語
の
「
三
言
語
併
用
政
策
」
と
そ
の
功
罪
　
言
語
教
育
に
資
産
価
値
を
見
出
す
と
い
う
点
で
は
、
漢
語
に
加
え
て
英
語
教
育
に
も
大
き
な
価
値
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
英
語
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
国
際
化
推
進
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
諸
外
国
で
も
幅
広
く
そ
の
汎
用
的
な
価
値
が
見
直
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国
も
例
外
で
は
な
く
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
英
語
教
育
が
小
学
校
で
も
必
修
化
さ
れ
て
い
る
。
英
語
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
競
争
力
を
高
め
る
上
で
も
、
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
必
要
不
可
欠
な
言
語
で
あ
る
。
ま
た
中
国
の
人
々
に
と
っ
て
も
、
英
語
は
就
職
や
進
学
機
会
を
左
右
す
る
社
会
的
上
昇
の
手
段
で
あ
り
、
英
語
教
育
へ
の
関
心
は
極
め
て
高
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
こ
う
し
た
英
語
教
育
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
、
杉
村
美
紀
（
二
〇
〇
九
）
は
、
特
に
都
市
部
に
お
い
て
、
学
校
教
育
に
お
け
る
通
常
の
英
語
教
育
に
加
え
、
民
間
の
英
語
教
室
に
通
わ
せ
て
い
る
例
も
多
く
、
補
習
教
室
や
塾
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
個
人
指
導
な
ど
多
様
な
教
育
形
態
が
拡
が
っ
て
お
り
、
そ
の
教
育
費
用
も
相
当
な
額
に
の
ぼ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
資
産
言
語
と
し
て
の
英
語
教
育
に
は
、
よ
り
密
度
が
濃
く
、
受
験
や
進
学
に
よ
り
有
利
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
優
先
的
に
予
算
が
配
分
さ
れ
る
都
市
部
の
重
点
校
や
モ
デ
ル
校
と
呼
ば
れ
る
学
校
で
は
、
国
が
一
般
的
に
定
め
た
「
英
語
課
程
標
準
」
以
上
の
英
語
の
授
業
を
設
け
て
い
た
り
、
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
独
自
に
持
つ
学
校
や
寄
宿
制
の
英
才
教
育
を
行
う
学
校
な
ど
様
々
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
学
校
に
入
る
た
め
に
は
、
厳
し
い
受
験
競
争
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
加
え
、
特
に
校
区
外
か
ら
の
越
境
入
学
の
場
合
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に
は
「
学
校
選
択
費
」
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
越
境
入
学
と
そ
れ
に
伴
う
選
択
費
支
払
い
と
い
う
傾
向
は
、
地
方
　
㎜
に
も
広
が
っ
て
お
り
、
全
体
的
に
み
て
経
済
的
に
余
裕
の
あ
る
家
庭
の
ほ
う
が
、
英
語
と
い
う
「
資
産
」
を
身
に
つ
け
る
機
会
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
社
会
的
量
視
さ
れ
る
英
語
教
六
目
に
つ
い
て
・
新
保
敦
子
三
〇
＝
）
は
・
丹
念
な
現
地
調
査
墓
ミ
英
語
熱
鴎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
究
が
高
ま
る
一
方
で
、
地
域
条
件
が
著
し
く
異
な
る
た
め
、
都
市
部
と
比
べ
る
と
農
村
部
及
び
少
数
民
族
地
域
は
、
大
き
な
差
が
あ
り
、
　
田
特
に
少
数
民
族
地
域
で
は
、
教
師
歪
や
優
秀
な
教
師
の
確
保
難
・
い
・
と
か
巨
英
語
の
藝
目
が
＋
分
に
受
け
ら
れ
な
か
・
萱
潮
英
語
科
を
開
設
で
き
な
い
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
少
数
民
族
に
と
っ
て
の
三
言
語
併
用
政
策
に
伴
　
東
う
英
語
学
習
の
困
難
性
も
挙
げ
て
い
る
。
新
保
に
よ
れ
ば
、
「
英
語
は
高
校
・
大
学
入
試
に
お
い
て
主
要
科
目
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
少
数
民
族
の
上
級
学
校
進
学
を
阻
害
し
、
他
方
で
英
語
を
学
ぶ
条
件
に
恵
ま
れ
た
富
裕
層
を
優
遇
し
、
民
族
間
や
地
域
間
の
格
差
を
固
定
化
し
て
差
別
と
不
平
等
を
再
生
産
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
中
国
社
会
に
埋
め
込
ま
れ
た
格
差
の
構
造
を
強
化
し
、
正
当
な
も
の
と
し
て
合
理
化
す
る
働
き
を
英
語
教
育
は
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
英
語
教
育
の
た
め
に
少
数
民
族
に
と
っ
て
、
不
利
な
選
別
が
な
さ
れ
格
差
が
拡
大
し
た
り
、
矛
盾
が
集
約
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
文
字
言
語
を
持
つ
少
数
民
族
に
と
っ
て
、
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
尊
重
し
な
が
ら
、
漢
語
の
言
語
能
力
を
高
め
る
研
究
が
十
分
で
な
い
ま
ま
、
三
言
語
併
用
政
策
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
民
族
語
の
放
棄
、
あ
る
い
は
不
十
分
な
英
語
学
習
に
よ
る
社
会
的
格
差
の
固
定
化
を
招
き
か
ね
な
い
　
　
　
　
　
（
2
8
）
と
指
摘
し
て
い
る
。4
貧
困
層
の
多
様
化
i
農
民
工
の
変
容
と
「
留
守
児
童
」
の
問
題
ω
　
「
新
世
代
農
民
工
」
の
登
場
　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
教
育
は
、
進
学
や
就
業
の
機
会
を
つ
か
み
、
よ
り
豊
か
な
暮
ら
し
を
目
指
し
て
社
会
的
上
昇
志
向
を
実
現
さ
せ
る
手
段
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
流
れ
の
な
か
に
、
都
市
部
と
農
村
部
で
格
差
が
あ
り
、
し
か
も
そ
の
農
村
部
の
な
か
で
も
少
数
民
族
と
漢
族
の
間
で
格
差
が
あ
る
。
こ
う
し
た
実
態
を
さ
ら
に
複
雑
な
も
の
に
し
て
い
る
の
は
、
近
年
、
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
新
世
代
農
民
工
」
と
よ
ば
れ
、
生
活
に
対
し
て
新
た
な
考
え
方
を
持
ち
合
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
地
方
出
身
の
若
者
層
と
そ
の
生
き
方
で
あ
る
。
「
新
世
代
農
民
工
」
と
い
う
表
現
は
、
二
〇
一
一
年
に
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
と
国
務
院
が
発
し
た
一
号
文
書
に
現
れ
、
コ
九
八
〇
年
代
に
生
ま
れ
た
若
者
と
一
九
九
〇
年
代
に
生
ま
れ
た
若
者
」
を
代
表
と
す
る
新
世
代
の
出
稼
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
農
村
住
民
を
指
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
地
方
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
と
し
て
、
発
展
目
覚
ま
し
い
中
国
の
沿
海
部
や
都
市
部
で
働
く
が
、
稼
い
だ
お
金
は
す
べ
て
自
分
の
生
活
の
た
め
に
使
い
、
仕
事
に
対
し
て
も
執
着
心
が
な
く
、
目
標
も
定
ま
ら
な
い
ま
ま
職
を
転
々
と
す
る
。
従
来
の
「
旧
世
代
農
民
工
」
と
よ
ば
れ
る
出
稼
ぎ
労
働
者
は
、
故
郷
の
家
族
や
親
せ
き
へ
の
仕
送
り
の
た
め
、
生
活
を
切
り
詰
め
、
つ
ら
い
肉
体
労
働
に
も
耐
え
、
自
分
を
犠
牲
に
寸
暇
を
惜
し
ん
で
働
く
の
が
常
だ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
新
世
代
農
民
工
」
は
、
比
較
的
賃
金
も
高
く
都
市
で
暮
ら
し
て
い
く
だ
け
の
余
裕
も
あ
る
が
、
故
郷
に
仕
送
り
は
せ
ず
、
稼
い
だ
だ
け
の
お
金
を
全
部
自
分
の
た
あ
に
使
う
「
月
光
族
」
と
呼
ば
れ
る
二
〇
～
三
〇
代
の
若
者
を
中
心
と
す
る
。
こ
う
し
た
「
新
世
代
農
民
工
」
は
、
改
革
開
放
路
線
に
乗
っ
た
中
国
の
経
済
発
展
を
感
じ
な
が
ら
、
都
市
部
の
発
展
に
憧
れ
、
自
分
の
将
来
に
夢
を
描
き
な
が
ら
地
方
農
村
部
か
ら
出
稼
ぎ
に
来
る
が
、
現
実
は
厳
し
く
、
職
を
転
々
と
し
な
が
ら
食
べ
つ
な
い
で
い
く
と
い
う
暮
ら
し
ぶ
り
を
し
て
い
る
。
中
国
の
国
家
統
計
局
や
大
学
な
ど
に
よ
る
と
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
生
ま
れ
た
「
新
世
代
農
民
工
」
は
、
全
国
の
出
稼
ぎ
労
働
者
約
一
億
五
千
万
人
の
う
ち
約
一
億
人
に
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
多
く
が
最
終
学
歴
は
中
学
校
卒
（
六
四
・
四
％
）
な
い
し
高
校
卒
業
（
二
二
・
五
％
）
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
出
稼
ぎ
に
行
く
平
均
年
齢
二
〇
・
六
歳
、
そ
の
後
の
転
職
回
数
は
平
均
三
・
三
六
回
、
都
市
に
と
ど
ま
る
平
均
年
数
五
・
三
年
、
一
か
月
の
勤
務
日
数
平
均
二
六
日
と
い
っ
た
特
徴
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
、
「
農
村
に
帰
り
た
く
な
い
」
（
四
五
・
一
％
）
、
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「
農
作
業
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
」
（
六
〇
％
）
、
「
仕
事
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
」
（
三
五
％
）
と
い
っ
た
状
況
に
あ
る
。
中
国
社
会
で
は
、
こ
う
し
た
若
者
た
ち
を
、
「
経
済
成
長
の
陰
で
犠
牲
に
な
り
、
行
き
場
を
失
っ
て
農
村
と
都
市
を
漂
流
し
て
い
る
」
と
分
析
　
　
（
3
0
）
し
て
い
る
。
「
新
世
代
農
民
工
」
の
存
在
は
、
ま
さ
に
都
市
部
と
農
村
部
の
間
の
経
済
格
差
や
社
会
格
差
が
生
ん
だ
時
代
の
象
徴
と
い
え
よ
う
。
彼
ら
の
農
村
部
か
ら
都
市
部
へ
の
移
動
の
流
れ
は
、
経
済
発
展
目
覚
ま
し
い
都
市
部
が
求
め
る
労
働
力
と
、
農
村
の
生
活
を
離
れ
て
都
会
で
の
生
活
を
望
む
若
い
世
代
の
要
求
が
合
致
し
て
起
こ
る
が
、
他
方
、
そ
れ
に
よ
っ
て
格
差
が
縮
ま
る
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
く
、
む
し
ろ
農
村
部
と
都
市
部
の
い
ず
れ
に
も
属
す
こ
と
の
で
き
な
い
若
者
層
を
生
み
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
　
さ
ら
に
深
刻
な
の
は
、
そ
う
し
た
漂
流
民
の
よ
う
な
立
場
を
、
「
新
世
代
農
民
工
」
が
問
題
と
感
じ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
立
場
の
気
楽
さ
や
生
活
ス
タ
イ
ル
を
良
し
と
し
て
、
家
族
で
は
な
く
自
分
の
生
活
を
中
心
に
お
い
た
「
月
光
族
（
前
述
）
」
と
し
て
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
生
活
に
対
す
る
価
値
観
は
、
旧
来
の
農
民
工
と
も
全
く
異
な
る
新
し
い
生
活
者
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
な
か
に
は
、
こ
う
し
た
新
世
代
農
民
工
の
あ
り
方
を
、
コ
O
O
年
出
稼
ぎ
し
て
も
、
都
市
で
家
な
ど
買
え
ず
、
希
望
を
失
う
な
か
で
、
今
が
楽
し
け
れ
ば
い
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
の
は
無
理
も
な
い
」
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
理
想
と
現
実
の
隔
た
り
の
大
き
さ
は
、
若
者
の
移
り
気
や
忍
耐
力
の
な
さ
を
補
っ
て
余
り
あ
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
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②
　
「
新
世
代
農
民
工
」
と
地
方
農
村
の
「
留
守
児
童
」
　
こ
う
し
た
「
新
世
代
農
民
工
」
は
、
格
差
問
題
の
帰
結
の
一
つ
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
彼
ら
の
多
く
が
、
親
の
出
稼
ぎ
で
家
族
が
分
断
さ
れ
、
農
村
に
残
さ
れ
た
「
留
守
児
童
」
と
し
て
愛
情
に
欠
け
た
生
活
を
送
っ
て
き
た
背
景
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
改
革
開
放
経
済
の
流
れ
の
中
で
、
少
し
で
も
日
々
の
生
活
を
良
く
し
よ
う
と
し
た
旧
世
代
農
民
工
の
出
稼
ぎ
は
、
そ
の
多
く
が
子
ど
も
を
故
郷
の
祖
父
母
や
親
戚
の
も
と
に
預
け
て
都
市
部
に
出
か
け
た
が
、
そ
の
こ
と
は
同
時
に
、
「
留
守
児
童
」
の
問
題
を
生
み
出
し
た
。
「
留
守
児
童
」
の
実
態
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
の
は
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
問
題
が
、
経
済
発
展
に
伴
う
都
市
部
と
農
村
の
格
差
が
問
題
に
な
る
な
か
で
、
新
た
に
中
国
社
会
の
大
き
な
難
題
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
農
民
工
が
子
ど
も
を
故
郷
に
残
し
て
出
稼
ぎ
に
来
る
の
は
、
中
国
の
国
籍
管
理
制
度
と
関
連
が
あ
る
。
中
国
で
は
、
教
育
や
医
療
、
住
居
、
社
会
保
障
制
度
な
ど
い
ず
れ
も
戸
籍
に
登
録
さ
れ
て
い
る
地
域
で
し
か
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
戸
籍
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
加
え
て
農
民
工
の
多
く
は
、
出
稼
ぎ
の
職
種
が
変
更
に
な
る
と
そ
の
た
び
に
移
動
が
あ
り
、
収
入
も
低
い
た
め
、
農
村
に
子
ど
も
を
残
し
て
こ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
中
国
で
は
児
童
と
い
う
場
合
、
「
民
法
通
則
」
な
ら
び
に
「
未
成
年
保
護
法
」
に
よ
り
0
～
一
七
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
指
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
　
中
国
の
全
国
婦
女
連
合
会
が
行
っ
た
農
村
の
留
守
児
童
調
査
に
よ
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
〇
五
年
の
「
留
守
児
童
」
を
比
較
す
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
総
人
口
（
一
二
億
九
五
五
三
万
人
）
に
占
め
る
○
～
一
七
歳
の
児
童
の
割
合
は
三
億
六
七
三
八
万
人
（
二
八
・
三
六
％
）
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
留
守
児
童
は
児
童
全
体
の
八
・
〇
四
％
に
あ
た
る
二
九
五
四
万
人
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
五
年
に
は
、
総
人
口
（
＝
二
億
六
二
八
万
人
）
に
占
め
る
児
童
の
割
合
は
三
億
三
七
三
〇
万
人
（
二
五
・
八
二
％
）
と
な
り
、
児
童
数
そ
れ
自
体
は
減
っ
て
い
る
も
の
の
、
留
守
児
童
の
数
は
、
児
童
全
体
の
二
一
・
七
二
％
、
七
三
二
六
万
人
と
、
わ
ず
か
五
年
の
間
に
約
二
・
五
倍
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。
し
か
も
そ
う
し
た
留
守
児
童
の
約
八
割
は
農
村
に
い
る
の
で
あ
る
。　
中
国
の
省
別
に
み
る
と
、
も
っ
と
も
留
守
児
童
が
数
の
う
え
で
多
い
の
は
、
二
〇
〇
五
年
の
場
合
、
四
川
省
の
七
九
二
万
六
〇
〇
〇
人
で
あ
り
、
全
国
の
留
守
児
童
の
＝
二
・
五
二
％
を
占
め
て
い
る
。
続
い
て
安
徽
省
（
五
七
〇
万
八
二
〇
〇
人
）
、
河
南
省
（
四
八
〇
万
三
八
〇
〇
人
）
で
あ
り
、
広
東
省
、
湖
南
省
、
江
西
省
の
六
省
だ
け
で
留
守
児
童
全
部
の
五
二
％
を
占
め
、
こ
の
ほ
か
、
広
西
省
、
湖
北
省
、
貴
州
省
、
江
蘇
省
が
こ
れ
に
続
く
。
こ
の
う
ち
、
四
川
、
安
徽
、
河
南
、
江
西
、
湖
南
、
湖
北
の
各
省
は
、
農
民
工
の
送
り
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出
し
省
で
あ
り
、
残
さ
れ
た
留
守
児
童
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
広
東
、
江
蘇
省
は
、
省
内
の
地
域
に
よ
っ
て
も
経
済
発
展
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
一
部
地
域
で
は
農
民
工
が
流
入
し
、
そ
の
結
果
、
留
守
児
童
が
増
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
　
農
村
地
域
の
児
童
の
う
ち
、
全
国
で
は
二
八
・
二
九
％
が
留
守
児
童
で
あ
る
が
、
こ
の
留
守
児
童
の
割
合
が
な
か
で
も
高
い
の
は
重
慶
で
、
留
守
児
童
の
農
村
に
い
る
児
童
に
占
め
る
割
合
は
実
に
半
数
の
四
九
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
次
い
で
、
四
川
、
安
徽
、
江
西
省
が
そ
れ
ぞ
れ
約
四
〇
・
○
％
と
な
っ
て
い
る
。
逆
に
、
天
津
、
新
羅
、
吉
林
、
黒
竜
江
、
山
西
、
北
京
、
西
蔵
、
青
海
で
の
留
守
児
童
の
占
め
る
割
合
は
、
い
ず
れ
も
一
〇
％
以
下
と
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
留
守
児
童
の
年
齢
を
み
る
と
、
中
国
全
体
で
は
、
六
～
一
一
歳
が
一
番
多
く
、
次
い
で
○
～
五
歳
、
一
二
～
一
四
歳
、
一
五
～
一
七
歳
と
な
っ
て
い
る
が
、
留
守
児
童
が
多
い
四
川
、
安
徽
、
広
東
、
湖
北
、
江
蘇
、
重
慶
な
ど
で
は
、
低
年
齢
の
幼
児
の
数
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
六
歳
か
ら
一
四
歳
ま
で
の
義
務
教
育
就
学
年
齢
に
あ
る
留
守
児
童
だ
け
で
三
二
六
四
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
　
こ
う
し
た
留
守
児
童
の
う
ち
、
四
七
・
一
四
％
の
生
徒
は
片
方
の
親
だ
け
が
単
身
で
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
お
り
、
そ
の
場
合
、
父
親
が
不
在
の
場
合
が
多
い
。
他
方
、
両
親
と
も
に
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い
る
の
は
五
二
・
八
六
％
で
あ
り
、
そ
う
し
た
留
守
児
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童
の
場
合
、
祖
父
母
と
生
活
を
共
に
し
て
い
る
者
が
二
五
・
五
六
％
、
知
り
合
い
の
人
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
者
が
一
五
・
七
二
％
と
な
っ
て
お
り
、
残
り
は
祖
父
だ
け
、
あ
る
い
は
祖
母
だ
け
と
い
っ
た
も
の
や
、
母
親
な
い
し
父
親
と
祖
父
母
の
い
ず
れ
か
と
い
っ
た
事
例
が
み
ら
れ
る
が
、
最
も
　
憂
慮
す
べ
き
は
た
っ
た
一
人
で
留
守
番
を
し
て
い
る
留
守
児
童
で
あ
り
、
そ
う
し
た
子
ど
も
の
割
合
が
、
実
に
全
体
の
留
守
児
童
の
＝
・
五
八
％
に
の
ぼ
る
。
特
に
男
児
の
場
合
に
は
、
ひ
と
り
で
留
守
を
守
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
ま
た
片
親
や
祖
父
母
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
場
合
で
も
、
な
か
に
は
親
や
祖
父
母
が
体
調
を
崩
し
て
い
る
場
合
に
は
、
家
庭
内
の
困
難
を
抱
え
な
が
ら
生
活
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。
　
留
守
児
童
の
就
学
状
況
は
未
就
学
の
者
が
男
子
生
徒
で
一
・
七
五
％
、
女
子
生
徒
で
一
・
八
二
％
と
そ
れ
ほ
ど
高
い
わ
け
で
は
な
く
、
義
務
教
育
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
小
学
校
一
一
歳
ま
で
の
義
務
教
育
期
間
に
か
ぎ
っ
て
は
、
男
子
生
徒
が
九
六
・
二
〇
％
、
女
子
生
徒
が
九
六
・
＝
二
％
と
ほ
ぼ
全
員
が
就
学
し
て
い
る
も
の
の
、
中
学
に
な
る
と
就
学
率
が
さ
が
る
。
さ
ら
に
中
学
卒
業
者
、
一
五
～
一
七
歳
の
留
守
児
童
の
三
分
の
一
は
、
卒
業
後
す
ぐ
に
仕
事
に
就
く
も
の
が
多
い
。
そ
も
そ
も
、
農
民
工
の
親
世
代
や
祖
父
母
の
世
代
は
、
自
身
が
中
学
ま
で
し
か
修
了
し
て
い
な
い
人
も
多
く
、
教
育
機
会
が
十
分
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
世
代
を
越
え
て
続
い
て
い
る
状
況
が
み
て
と
れ
る
。
　
こ
う
し
た
留
守
児
童
に
つ
い
て
、
中
国
で
は
長
期
に
わ
た
っ
て
両
親
と
離
れ
て
育
つ
子
供
た
ち
の
心
理
や
健
康
、
発
育
、
社
会
性
の
発
達
等
に
関
す
る
影
響
を
指
摘
す
る
声
が
で
て
い
る
。
農
民
工
の
出
稼
ぎ
は
五
年
以
上
に
わ
た
っ
て
い
る
者
も
多
く
、
そ
の
う
ち
の
三
割
は
年
に
一
度
は
帰
郷
す
る
も
の
の
、
日
常
的
な
郷
里
や
子
ど
も
と
の
連
絡
は
ほ
と
ん
ど
が
電
話
で
あ
り
、
農
民
工
全
体
の
二
％
に
当
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
た
る
人
々
は
、
子
ど
も
に
連
絡
さ
え
し
な
い
と
い
う
調
査
結
果
が
で
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
乳
幼
児
に
お
い
て
は
情
緒
の
発
達
や
社
会
性
の
欠
如
が
、
ま
た
学
齢
期
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
両
親
不
在
を
原
因
と
す
る
身
体
的
・
心
理
的
影
響
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
学
齢
期
の
子
ど
も
た
ち
は
寄
宿
舎
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
家
庭
と
い
う
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場
が
な
く
集
団
生
活
の
な
か
だ
け
で
育
つ
こ
と
の
特
異
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
さ
ら
に
留
守
児
童
の
お
か
れ
た
立
場
を
悲
痛
な
も
の
に
す
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
、
そ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
、
両
親
や
家
族
に
対
し
て
思
い
を
寄
せ
、
親
や
祖
父
母
の
期
待
に
な
ん
と
か
応
え
よ
う
と
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
叶
敬
忠
．
昊
恵
芳
（
二
〇
一
〇
）
が
ま
と
め
た
留
守
児
童
の
両
親
に
あ
て
た
手
紙
を
み
る
と
、
そ
こ
に
は
、
自
分
や
家
族
の
た
め
に
苦
労
し
て
い
る
両
親
を
思
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
う
気
持
ち
や
、
自
分
も
郷
里
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
す
る
留
守
児
童
の
思
い
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
自
分
の
教
育
の
た
め
に
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い
る
両
親
に
報
い
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
大
学
ま
で
進
学
し
て
よ
い
職
業
に
つ
き
、
将
来
は
苦
労
を
か
け
て
い
る
両
親
に
楽
を
さ
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
と
、
そ
の
た
め
に
良
い
成
績
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
心
理
的
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
抱
え
て
い
る
実
態
が
浮
か
び
上
が
る
。
前
述
の
「
月
光
族
」
と
い
う
考
え
を
持
つ
新
世
代
農
民
工
の
生
き
方
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
大
き
な
理
想
と
現
実
と
の
あ
い
だ
の
格
差
が
積
み
重
な
っ
た
末
の
や
む
を
得
な
い
選
択
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
留
守
児
童
も
新
世
代
農
民
工
も
、
と
も
に
中
国
社
会
が
抱
え
込
ん
で
い
る
格
差
の
現
実
か
ら
、
な
ん
と
か
抜
け
出
そ
う
と
し
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
現
実
の
厳
し
さ
の
前
に
困
難
な
状
況
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
負
の
連
鎖
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
人
々
の
姿
を
象
徴
し
て
い
る
。
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お
わ
り
に
　
重
層
化
す
る
中
国
の
教
育
格
差
　
以
上
、
小
論
で
は
、
中
国
社
会
に
み
ら
れ
る
教
育
格
差
と
、
そ
こ
か
ら
新
た
に
派
生
し
て
い
る
少
数
民
族
教
育
や
新
世
代
農
民
工
と
留
守
児
童
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
こ
う
し
た
側
面
は
い
ず
れ
も
、
都
市
部
と
地
方
農
村
部
の
経
済
格
差
や
そ
れ
に
関
連
し
た
教
育
格
差
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
重
要
な
点
は
、
そ
れ
ら
が
従
来
か
ら
あ
っ
た
格
差
問
題
の
と
ら
え
方
に
新
た
な
視
点
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
少
数
民
族
の
言
語
教
育
問
題
は
、
単
に
国
の
標
準
語
で
あ
る
漢
語
教
育
に
対
し
て
い
か
に
母
語
教
育
を
維
持
す
る
か
と
い
う
点
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
漢
語
や
あ
る
い
は
英
語
と
い
っ
た
社
会
的
上
昇
手
段
と
進
学
や
就
職
に
有
利
な
ス
キ
ル
と
し
て
の
重
要
性
を
象
徴
し
て
い
る
。
ま
た
新
世
代
農
民
工
の
問
題
は
、
留
守
児
童
の
問
題
と
も
密
接
な
つ
な
が
り
を
も
ち
、
伝
統
的
な
家
族
の
あ
り
方
の
変
容
と
社
会
を
支
え
る
人
材
育
成
の
課
題
を
中
国
社
会
に
つ
き
つ
け
て
い
る
。
一
方
、
中
国
社
会
が
対
外
的
に
直
面
し
て
い
る
国
際
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
も
ま
た
格
差
へ
の
対
応
と
同
時
に
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
政
府
だ
け
で
は
な
く
、
各
教
育
機
関
や
大
学
、
そ
し
て
中
国
の
人
々
自
体
も
強
く
意
識
し
て
い
る
。
英
語
が
重
視
さ
れ
、
英
語
教
育
へ
の
「
投
資
」
が
行
な
わ
れ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
教
育
格
差
を
め
ぐ
る
こ
こ
最
近
の
動
き
を
含
め
る
と
、
中
国
に
お
け
る
教
育
格
差
の
構
造
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
経
済
格
差
と
連
動
す
る
教
育
格
差
は
、
大
き
な
く
く
り
で
み
る
と
都
市
部
と
地
方
農
村
部
と
い
う
二
つ
の
枠
組
み
で
の
違
い
に
帰
着
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
詳
し
く
見
る
と
、
地
方
農
村
部
に
お
け
る
少
数
民
族
教
育
の
変
容
に
よ
り
、
母
語
教
育
を
め
ぐ
る
教
育
機
会
の
有
無
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
漢
語
や
英
語
の
教
育
を
ど
の
よ
う
に
保
障
し
て
い
く
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
従
来
の
よ
う
な
母
語
で
あ
る
民
族
語
の
保
持
と
い
う
視
点
だ
け
で
は
な
く
、
引
き
続
き
母
語
の
意
義
は
強
調
さ
れ
な
が
ら
も
、
中
国
社
会
全
体
の
標
準
語
で
あ
る
漢
語
を
習
得
し
、
か
つ
国
際
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
も
対
応
す
る
た
め
の
英
語
の
重
視
に
も
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
　
他
方
、
都
市
部
に
お
い
て
は
、
農
村
か
ら
の
出
稼
ぎ
農
民
工
の
問
題
に
加
え
、
そ
の
農
民
工
の
な
か
に
郷
里
の
家
族
や
親
戚
へ
の
仕
送
り
の
た
め
に
懸
命
に
働
く
旧
来
か
ら
の
農
民
工
と
、
同
じ
く
職
を
求
め
て
一
生
懸
命
働
く
も
の
の
、
郷
里
や
家
族
・
親
戚
の
た
め
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
自
分
の
生
活
を
重
視
し
、
設
け
た
賃
金
は
す
べ
て
使
い
切
っ
て
し
ま
う
「
新
世
代
農
民
工
」
と
の
差
異
が
生
じ
て
い
る
。
「
新
世
代
農
民
工
」
は
、
出
稼
ぎ
に
出
る
際
に
農
民
工
が
郷
里
に
残
し
て
き
た
「
留
守
児
童
」
が
抱
え
る
家
族
の
絆
や
愛
情
不
足
の
問
題
を
一
部
映
し
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
格
差
問
題
が
進
む
な
か
で
生
じ
た
新
た
な
課
題
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
中
国
に
お
け
る
教
育
格
差
は
、
目
覚
ま
し
い
経
済
発
展
の
も
と
で
も
引
き
続
き
都
市
部
と
農
村
部
の
間
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
格
差
、
民
族
格
差
、
さ
ら
に
富
裕
者
と
貧
困
層
と
い
う
格
差
が
入
れ
子
状
に
重
な
り
、
格
差
の
構
造
が
重
層
化
し
て
お
り
、
人
々
は
、
教
育
に
こ
そ
格
差
是
正
の
期
待
を
か
け
な
が
ら
も
、
結
果
的
に
格
差
の
連
鎖
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
「
新
世
代
農
民
工
」
の
よ
う
な
人
々
の
生
き
方
は
、
そ
う
し
た
中
国
社
会
の
現
状
の
な
か
で
異
な
る
価
値
観
を
模
索
し
よ
う
と
し
て
い
る
試
み
と
も
解
釈
で
き
る
。
重
層
化
す
る
中
国
の
教
育
格
差
は
、
従
来
の
都
市
部
対
地
方
農
村
と
い
う
二
元
論
的
論
議
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
が
り
と
混
迷
を
深
め
、
か
つ
そ
れ
が
格
差
の
固
定
化
に
繋
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
点
に
最
大
の
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
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（
1
）
　
N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班
編
『
激
流
中
国
』
講
談
社
、
二
　
　
〇
〇
八
年
。
（
2
）
　
阿
古
智
子
『
貧
者
を
喰
ら
う
国
』
新
潮
社
、
二
〇
〇
九
年
。
（
3
）
　
諏
訪
哲
郎
「
沸
騰
す
る
中
国
に
お
け
る
沸
騰
す
る
教
育
と
教
　
　
育
改
革
」
諏
訪
哲
郎
・
王
智
新
・
斉
藤
俊
彦
編
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『
沸
騰
す
る
　
　
中
国
の
教
育
改
革
』
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方
書
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、
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〇
〇
八
年
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〇
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頁
。
（
4
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中
国
都
市
部
の
可
処
分
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得
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日
中
国
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済
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①
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＼
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①
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頁
。
「
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処
分
所
得
」
と
は
税
金
・
社
会
保
険
料
な
ど
　
　
を
差
し
引
い
た
手
取
り
収
入
。
中
国
の
国
家
統
計
局
は
、
都
市
　
　
部
に
関
し
て
は
「
可
処
分
所
得
」
を
、
農
村
部
に
関
し
て
は
　
　
「
現
金
収
入
」
と
し
て
収
入
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
公
表
し
て
い
　
　
る
。
（
阿
古
智
子
『
貧
者
を
喰
ら
う
国
』
前
掲
書
、
四
九
頁
。
）
（
5
）
　
「
都
市
の
富
裕
層
と
貧
困
層
の
所
得
格
差
は
二
三
倍
」
（
李
実
・
　
　
北
京
師
範
大
学
教
授
の
発
言
）
げ
暮
冥
渓
げ
¢
巴
ロ
①
の
ω
．
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芽
9
σ
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8
°
む
＼
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＼
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＼
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＝
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O
b
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＼
b
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お
b
。
心
。
。
＼
（
二
〇
＝
年
　
　
一
〇
月
三
日
閲
覧
）
。
（
6
）
　
王
智
新
「
教
育
格
差
拡
大
の
実
態
と
今
後
の
展
開
」
諏
訪
哲
　
　
郎
、
王
智
新
、
斎
藤
俊
彦
『
沸
騰
す
る
中
国
教
育
改
革
』
前
掲
　
　
書
、
二
〇
〇
八
年
＝
一
月
、
二
⊥
パ
ー
二
七
頁
。
（
7
）
　
王
智
新
、
同
上
論
文
、
二
七
1
＝
＝
頁
。
（
8
）
　
王
智
新
、
同
上
論
文
、
三
ニ
ー
三
五
頁
、
三
七
－
四
四
頁
。
（
9
）
葺
b
ミ
勇
≦
≒
Φ
8
a
。
葺
p
．
8
°
ミ
σ
q
8
ξ
b
9
ゆ
鴨
。
琶
匹
　
　
口
b
。
お
゜
。
心
、
二
〇
一
一
年
九
月
一
六
日
閲
覧
。
（
1
0
）
　
中
国
社
会
科
学
院
の
人
口
・
労
働
経
済
研
究
所
の
察
日
方
所
　
　
長
の
指
摘
。
巨
ε
”
渓
≦
≦
≦
．
器
8
巳
筈
言
P
◆
°
ρ
甘
＼
σ
q
同
o
ξ
も
げ
鳥
　
　
σ
q
δ
唇
崔
”
b
。
心
G
。
O
刈
　
二
〇
一
一
年
九
月
一
六
日
閲
覧
。
も
と
は
　
　
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
五
日
配
信
。
（
1
1
）
　
阿
古
智
子
『
貧
者
を
喰
ら
う
国
－
中
国
格
差
社
会
か
ら
の
警
　
　
告
1
』
前
掲
書
、
　
一
四
九
－
一
五
〇
頁
。
（
1
2
）
　
「
捜
狐
（
S
O
H
U
）
教
育
情
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
二
〇
一
　
　
〇
年
統
一
入
試
に
対
す
る
意
見
。
（
畔
8
”
眺
8
日
ヨ
⑦
暮
b
。
「
器
≦
°
。
．
　
　
ω
o
『
F
o
o
日
＼
冨
b
。
。
。
O
O
O
O
。
。
畠
．
げ
け
巨
、
二
〇
＝
年
一
〇
月
｝
日
　
　
閲
覧
）
。
（
1
3
）
　
小
川
佳
万
『
社
会
主
義
中
国
に
お
け
る
少
数
民
族
教
育
』
東
　
　
信
堂
、
二
〇
〇
一
年
。
ニ
ー
一
四
ペ
ー
ジ
（
1
4
）
　
た
だ
し
、
朝
鮮
族
や
ダ
オ
ー
ル
族
な
ど
進
学
率
が
高
い
民
族
　
　
の
受
験
生
に
対
し
て
は
、
加
算
が
行
わ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
（
1
5
）
　
「
少
数
優
遇
に
漢
族
反
発
」
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
八
年
五
月
　
　
二
六
日
付
。
（
1
6
）
　
こ
の
ミ
ャ
オ
族
の
事
例
は
二
〇
〇
八
年
の
も
の
で
あ
り
、
翌
　
　
二
〇
〇
九
年
か
ら
は
、
本
文
中
に
も
記
述
し
た
と
お
り
、
両
親
　
　
が
と
も
に
少
数
民
族
で
な
け
れ
ば
、
少
数
民
族
と
は
み
な
さ
れ
　
　
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
（
1
7
）
　
「
少
数
優
遇
に
漢
族
反
発
」
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
八
年
五
月
　
　
二
六
日
付
。
（
1
8
）
　
『
重
慶
晩
報
』
二
〇
〇
九
年
七
月
三
日
付
。
年
ε
ミ
話
≦
ω
．
　
　
ω
Φ
輿
〇
三
轟
゜
器
壱
＼
巳
ω
b
b
σ
q
富
《
H
卜
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O
O
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α
1
1
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『
O
ω
綾
1
1
冨
江
o
　
　
昌
巴
』
ざ
c
。
I
O
G
。
P
ω
暮
巳
（
二
〇
一
一
年
九
月
二
一
日
閲
覧
。
）
　
　
重
慶
市
で
比
較
的
多
い
少
数
民
族
は
、
ト
ウ
チ
ャ
族
（
土
家
族
ロ
　
　
ニ
○
〇
五
年
調
査
で
は
一
四
四
万
人
）
、
ミ
ャ
オ
族
（
苗
族
ほ
　
　
同
、
五
〇
・
二
万
人
）
な
ど
で
あ
る
。
（
1
9
）
　
た
と
え
ば
、
チ
ャ
ン
族
（
莞
族
）
の
場
合
、
中
国
政
府
に
よ
　
　
る
一
九
九
〇
年
の
全
国
人
口
調
査
で
は
一
九
・
八
三
万
人
で
、
　
　
二
〇
〇
〇
年
の
同
調
査
で
は
三
〇
・
六
一
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ら
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す
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ら
れ
る
。
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＝
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。
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Educational　Inequality　and　Multi－layered　Structure　in　China
SUGIMURA　Miki
Key　words：Educational　lnequality，　China，　Ethnic　Minority　Education，
Left－Behind　Children，　Migrant　Worker
教育格差，中国，少数民族教育，留守児童，農民工
　　　Chinese　society　has　a　serious　social　inequality，　and　its　multi－
layered　structure　seems　to　be　fixed　under　rapid　marketization．
Education　has　been　regarded　as　a　means　of　getting　out　of　the　lower
class　and　going　up　to　the　upper　class．　However，　it　often　causes
another　competition　and　changes　people’s　con呂ciousness　on　the　way　of
life．　First，　minority　people　in　rural　areas　come　up　against　a　dilemma
of　importance　of　mother　tongue　education　for　keeping　ethrlic　identity
and　usefulness　of　Chinese　and　English　education　for　going　on　to　school
and　job　in　competition．　Secondly，　the　increasing　gap　between　the　first
and　second　generations　of　migrant　workers，　is　becoming　wide　in　terms
of　way　of　life．　Thirdly，　the　problem　of　children　who　have　been　left
behind　in　rural　areas　as　their　parents　must　work　in　cities　is　getting
more　serious　in　causing　the　poor　school　works　as　well　as　mental
deficiency．　These　matters　considered，　it　can　be　pointed　out　that
educational　inequality　in　China　lays　not　only　between　differences　of
cities　and　rural　areas，　but　the　disparity　of　region，　ethnic　group　and
class　of　rich　and　poor　have　fixed　the　social　divide　structure　through
education．
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